
　 掲載項目の確定プロセス

本レポートに掲載されている項目は、以下のプロセスで確定
しました。

STEP 1   活動の洗い出し
編集委員が中心となって2025年度における当社活動の洗

い出しを行いました。

STEP 2   活動実績のリストアップ
当社の外部および内部の状況や「国連グローバル・コンパクト

（UNGC）」※1の4分野10原則、GRI「サステナビリティ・レポー
ティング・スタンダード」※2の開示項目、SDGs「Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目標）」※3の目標を参
考に活動実績のリストアップを行いました。

STEP 3   掲載項目の選び出し
2025年度の活動実績および国連グローバル・コンパクトの

原則、GRIスタンダードの開示項目、SDGsの目標の中から、当
社にとって重要と思われる事項を選び出しました。

STEP 4   サステナビリティレポートの発行
掲載情報がすべて確定した段階で、代表取締役会長、代表取

締役社長の承認を得て、レポートを発行しています。

※1： 国連グローバル・コンパクト（UNGC）� �
国連グローバル・コンパクト（UNGC）は、各企業・団体が責任ある創造的なリーダーシッ
プを発揮することによって、社会の良き一員として行動し、持続可能な成長を実現するた
めの世界的な枠組み作りに参加する自発的な取り組み。

※2： GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」� �
GRI（Global Reporting Initiative）は、組織の非財務情報の報告に関する国際基準
を策定するNGO。「GRIスタンダード」は、経済、環境、社会に与えるインパクトなどの報告
に利用する基準指標。

※3： SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」� �
ミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年に国連サミットで採択された「持続
可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された持続可能な世界を実現するための
17のゴール・169のターゲットから構成された国際目標。
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　 編集方針

竹田ｉＰグループは、「環境負荷の低減」と「企業価値の
向上」の双方を追求し、持続可能な社会の実現を目指してい
ます。本レポートは、ステークホルダーの皆様に当社のサステ
ナビリティ経営に対する姿勢と、具体的な進捗をお伝えする
ことを目的に編集しています。

2025年度は、温室効果ガスの継続的な排出削減をはじ
め、環境配慮と事業成長の両立を推進。社会面では、新たな
休暇制度の導入やキャリア支援を通じて多様な人材が安心し

て能力を発揮できる職場環境を整備し、健康経営や女性活
躍、障がい者雇用の推進といった各施策をさらに前進させま
した。ガバナンス面では、取締役会の多様性と独立性を維持
しつつ、グローバル体制の整備と意思決定の高度化を進めて
います。

本レポートを通じて、当社の持続可能な成長に向けた取り
組みをご理解いただくとともに、皆様との建設的な対話をさ
らに深める契機となれば幸いです。

紙面の構成
●  各項目のトビラにあるアイコンは、それぞれの項目に関連した

SDGsの目標を示しています。
●  見出しにある番号は、その本文に関連したSDGsのターゲット

を示しています。
●  ESG※4への取り組みはページ右側の色帯で示しています。

※4： ESG� �
ESGとは、環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）
の頭文字を取ったもの。企業経営や成長において、それぞれの観点を持った上で
の 配慮が必要だという考え方。

報告対象組織
竹田ｉＰホールディングス株式会社
（一部、竹田ｉＰグループの各事業会社の情報も含んでいます。）

報告対象期間
2025年4月1日～2026年3月31日
（一部、期間外の情報も含んでいます。）

参考にしたガイドライン
国連グローバル・コンパクト（UNGC）
GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」
ISO26000（社会的責任に関する手引）

発行時期
2026年8月（前回発行 2025年8月　※毎年発行）

お問合せ先
竹田ｉＰホールディングス株式会社
経営統括本部　総務部
TEL：052-871-6351

免責事項
本レポートには、竹田ｉＰホールディングスおよび竹田ｉＰグルー

プの過去と現在の事実だけでなく、公開日時点における計画や見通
し、経営方針・経営戦略に基づいた将来予測が含まれています。諸与
件の変化によって、将来の事業活動の結果や事象が予測とは異なっ
たものとなる可能性があることをあらかじめご承知おきください。

※ 本レポートは、「IRイベント」「会社説明会」などで配布するほか、当社ホームページでも閲
覧できます。

※ 本レポートで、当社活動の中で重要と思われる部分については、前年からの修正再記述と
なっています。

※ 当社に関する情報は、本レポートのほか当社ホームページでも閲覧できます。

ホームページ
https://www.takedaip-hd.co.jp/

お客様とともに
竹田ｉＰグループは、竹田ｉＰホールディングスの前身にあたる竹田印刷の創業以来、一貫して真心込めたきめ細かいサービス
を信条としており、誠実を尊ぶ文化があります。
グループ全体が心ある誠実な企業風土を持ち、常にお客様に寄り添うサービスを提供し続けたいと考えています。

お客様のパートナー企業を目指して 17.17

■ 竹田印刷（株）
お客様の「謎解きイベントで消しゴムを使う仕掛けを実現したい」というご相談を起点に自社開発を進め、「消しゴムで削れるス

クラッチ印刷物」の発明で特許（特許第7829014号）を取得しました。
隠蔽層を一般的な文房具の消しゴムで擦るだけで隠された情報が現れる、印刷業界でも前

例のない技術です。特殊なインキで表面を保護した上に隠蔽層を印刷する独自構造により、硬
貨が不要な利便性、折り曲げや接触に強い耐久性、通常のオフセット印刷で多様な表現に対応
できる自由度を実現。イベントツールやDM、学習教材など幅広い活用が期待され、すでに複数
案件で採用されています。

これからも、お客様の想いを形にし、共に新たな価値を創出してまいります。

2025年11月5日～7日の3日間、ポートメッセなごやで開催された日本最大級の異業種交流展示会「メッセナゴヤ2025」に
出展しました。今回のブースは「1つの課題に多面的に対応し、お客様とともに最適な解決策をつくりあげる」当社の姿勢を、パズ
ルのピースがつながる明るくポップなデザインで表現。アート雇用社員の作品を紹介する「アー
ル・ブリュット」の展示や初のグッズ販売を通じ、ダイバーシティへの取り組みを共有しました。

さらに大阪本部と連携した「謎解き企画」を新たに実施し、景品には過去のノベルティを再利
用して資源の有効活用にも配慮。多くのお客様と温度感のある対話を築きました。

今後も印刷からデジタル、ロジスティクスまで一気通貫の提案力を磨き、お客様に寄り添う
伴走パートナーとして共に歩んでまいります。

■ （株）光文堂
2026年1月28日・29日、ポートメッセなごやにて「現在・過去・未来 その先へ」をテーマに「第62回新春機材展」を開催しまし

た。培ってきた歴史を大切にしつつ、現状に満足せずお客様とともに未来へ飛躍したいとの想いのもと、154社が最新鋭の印刷機
材を出展。給紙から成型まで一台で完結する独自開発の「立体紙箱成形機」や、多様な封入・袋
詰めにモジュール設計で対応する自動加工機など、省力化と生産性向上を両立する自動化装置
を多数実演しました。

さらに「コラボレーション展」や「特別セミナー」も実施。単なる機材紹介にとどまらず、市場
環境の変化に挑むお客様のビジネスパートナーとして知恵を共有し、持続可能な印刷産業を共
に築く一歩を踏み出す有意義な機会となりました。

■ （株）プロセス・ラボ・ミクロン
2025年11月20日～11月22日までの3日間にわたり、ハノイで開催された電子部品実

装技術の展示会「Global Electronics Intelligent Manufacturing Show Vietnam 
2025」に出展しました。

グローバルサプライチェーンの再編が進む中、ベトナムはコンピューターおよび電子機器製造
の世界的拠点として急速に台頭し、注目を集めています。今回の出展では、こうした変化の激し
い市場環境において、ご来場いただいた多くのお客様から、現在抱えている課題や将来的に直
面する可能性のある課題について直接ご相談をいただくことができました。急成長するベトナ
ム市場の勢いを肌で感じ、新たな可能性を確信する有意義な機会となりました。

消しゴムで消す前（左）、消した後（右）
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消しゴムで消す前（左）、消した後（右）
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お客様とともに
竹田ｉＰグループは、竹田ｉＰホールディングスの前身にあたる竹田印刷の創業以来、一貫して真心込めたきめ細かいサービス
を信条としており、誠実を尊ぶ文化があります。
グループ全体が心ある誠実な企業風土を持ち、常にお客様に寄り添うサービスを提供し続けたいと考えています。

お客様のパートナー企業を目指して 17.17

■ 竹田印刷（株）
お客様の「謎解きイベントで消しゴムを使う仕掛けを実現したい」というご相談を起点に自社開発を進め、「消しゴムで削れるス

クラッチ印刷物」の発明で特許（特許第7829014号）を取得しました。
隠蔽層を一般的な文房具の消しゴムで擦るだけで隠された情報が現れる、印刷業界でも前

例のない技術です。特殊なインキで表面を保護した上に隠蔽層を印刷する独自構造により、硬
貨が不要な利便性、折り曲げや接触に強い耐久性、通常のオフセット印刷で多様な表現に対応
できる自由度を実現。イベントツールやDM、学習教材など幅広い活用が期待され、すでに複数
案件で採用されています。

これからも、お客様の想いを形にし、共に新たな価値を創出してまいります。

2025年11月5日～7日の3日間、ポートメッセなごやで開催された日本最大級の異業種交流展示会「メッセナゴヤ2025」に
出展しました。今回のブースは「1つの課題に多面的に対応し、お客様とともに最適な解決策をつくりあげる」当社の姿勢を、パズ
ルのピースがつながる明るくポップなデザインで表現。アート雇用社員の作品を紹介する「アー
ル・ブリュット」の展示や初のグッズ販売を通じ、ダイバーシティへの取り組みを共有しました。

さらに大阪本部と連携した「謎解き企画」を新たに実施し、景品には過去のノベルティを再利
用して資源の有効活用にも配慮。多くのお客様と温度感のある対話を築きました。

今後も印刷からデジタル、ロジスティクスまで一気通貫の提案力を磨き、お客様に寄り添う
伴走パートナーとして共に歩んでまいります。

■ （株）光文堂
2026年1月28日・29日、ポートメッセなごやにて「現在・過去・未来 その先へ」をテーマに「第62回新春機材展」を開催しまし

た。培ってきた歴史を大切にしつつ、現状に満足せずお客様とともに未来へ飛躍したいとの想いのもと、154社が最新鋭の印刷機
材を出展。給紙から成型まで一台で完結する独自開発の「立体紙箱成形機」や、多様な封入・袋
詰めにモジュール設計で対応する自動加工機など、省力化と生産性向上を両立する自動化装置
を多数実演しました。

さらに「コラボレーション展」や「特別セミナー」も実施。単なる機材紹介にとどまらず、市場
環境の変化に挑むお客様のビジネスパートナーとして知恵を共有し、持続可能な印刷産業を共
に築く一歩を踏み出す有意義な機会となりました。

■ （株）プロセス・ラボ・ミクロン
2025年11月20日～11月22日までの3日間にわたり、ハノイで開催された電子部品実

装技術の展示会「Global Electronics Intelligent Manufacturing Show Vietnam 
2025」に出展しました。

グローバルサプライチェーンの再編が進む中、ベトナムはコンピューターおよび電子機器製造
の世界的拠点として急速に台頭し、注目を集めています。今回の出展では、こうした変化の激し
い市場環境において、ご来場いただいた多くのお客様から、現在抱えている課題や将来的に直
面する可能性のある課題について直接ご相談をいただくことができました。急成長するベトナ
ム市場の勢いを肌で感じ、新たな可能性を確信する有意義な機会となりました。
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